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邪馬台国の気候＊

山 本 武 夫＊＊

　1．緒　言

　縄文人の狩猟・採蒐・漁潜の生活にせよ，弥生時代の

農耕生活にせよ，人間の生活は原始に遡る程気候環境に

規制される比重が大きくなる筈である．しかるに，日本

の先史，歴史時代の考察に当り，気候の変動があまり取

上げられていない．これは気候の影響をあまりに過大視

したHuntington等の文明論に対する警戒心や反省の作

用でもあろうが，根本的には，先史時代以降の気候は大

体において恒常であって，人間生活に重大な影響を与え

る程の変動はなかったと言う，いわば，　「気候不変説」

的な，先入観に災いされているためではないかと思われ

る．日本の気候は，観測時代・歴史時代を通「じて，明ら

かに、小氷期”と、小最適期”を繰返して居り，その振

幅は，もちろん，地質時代の、氷期”　、間氷期”の如く

大きいものではないが，それかと言って，人間生活に影

’響を及ぼさない程小さいものでは決してない．

　魏志倭人伝の卑弥子の時代は，縄文時代の温暖静穏な

気候の後に来襲した，寒冷でstormyな小氷期気候の底

・に当って居り，邪馬台国の位置は，温暖な南九州以外に

一考えられないと思う．また，気候のdeteriorationは，人

間を，自然依存の縄文人的生活から，水稲耕作の勤労生

活に駆り立てる一要因をなす一方，海上交通の困難が増

大したことは，縄文時代に琉球列島孤に沿って北上して

来たと思われる南方民族の，九州への移入を停滞せし

め，すでに九州に住んでいた民族と，朝鮮半島を経由し

て新しく大陸から渡来した民族との混血，融和を促進す

＊On　the　ancient　climate　in　the　age　of　Yama－tai

　country
・＊＊T．Yamamoto，山口大学

　一1972年7月24日受理一
（註1）銚子一Nikolsk（43。47／N，　131。57／E）（1891年～

　　1910年），銚子～城津（1911年～1944年），銚子一

　　Vladivostok（43。7／N，131。54E）（1921年～1970

　　年）の7月気圧差を各期間の標準偏差で割ってつ

　　ないだもの．但し重複期問は平均値をとる．

（註2）各々をその標準偏差で割ったものの差を取る意味

　　で北海道雨量の方に1．20を乗じて差をつくった．

1972年9月

る役割をなしたものと考えられる．

　2．歴史時代の気候変動

　金沢は1583年以来，明治維新まで前田氏の治下にあ

り，金沢気象台と石川県庁で編集されたr石川県災異

誌」は比較的斉一な気候資料を提供していると思われる

が，それによると19世紀の前半の日本の冬気候は，酷寒

多雪の極大部をなしていることが分る．1813A・D・1822

A．D．，1824A．D．の，大阪諸川の結氷（摂陽奇観）と言

う如ぎ，明治以後の観測時代には見られなかった異常現

象が起っているのもこの期間である．

　岩手県は，1599年，南部氏が盛岡に不来方城を築いて『

以来連綿としてその治下にあったのであるが，盛岡気象

台編纂のr岩手県災異年表」によって霊雨・洪水・飢鐘

（凶作・不作を含む）の50年毎の回数の変遷を見ると，

第1図（A）に示すごとく三つの曲線とも1751年一1850年

のところに極大部をもつ．東北地方の飢謹は主として冷

害によるもので，例えば餓死者49，000人と記録されてい

る1755年の大飢饅の際は鞍懸山（897m）の雪が一年中

消えず，r残雪へ初雪降り」r残暑無之」と言う状況であ

った．従って図中の飢饒凶作曲線（a）は，大体におい

て夏季気温の変動をあらわすものと解釈してよい．これ

に森雨曲線（c），洪水回数曲線（b）がよく平行する

のは決して偶然ではなく，気象観測開始以来の80年につ

いても見られる関係なのである．北太平洋高気圧の張出

しが強い年には奥羽山脈以東の地域は北上する亜熱帯気

団におおわれて乾燥し，北海道方面はそこに幡胴するオ

ホーツク海気団との間の前線活動が活発化することによ

って雨量が増大する．第2図の横軸は年々の北太平洋

高気圧の日本列島への張出し示数として，房総半島・伊

豆諸島方面と北鮮・沿海州方面との7月気圧差（註1）を取

り，縦軸に〔宮古・石巻・福島〕と〔寿都・函館・青森〕

との7月雨量差（註・）をとった関係である．一方，東北日

本の夏季気温は北太平洋高気圧の縁辺をめぐる亜熱帯気

団からの熱の移流に左右せられるのであるから，第1図

に見られる三つの曲線の1751年～1850年の山は北太平洋

高気圧の衰弱期に対応した現象なのである．この様な日
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　第1図　1，800AD．付近の気候の小氷期

（A）　岩手県の（a）農業災害数（実線）と（b）

　　　洪水回数（破線）と（c）森雨回数（一

　　　点鎖線）と（d）東北地方の人口の変遷
（B）　アイスラソド海岸の結氷期間の変遷

　　　（Lamb，H．H．）

本の気候のdepressionが世界的規模の職小氷期”に

つらなるものであることは，第1図（B）のLambの

Icelandの結氷期間の変遷曲線によく一致していること
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第2図　7月の東北太平洋岸雨量（P1）と北海道

　　　　方面雨量（P2）との差，d＝P1－1．20P2

　　　　と北太平洋高気圧の張出し示数との相

　　　　関（1891－1970，n＝80）

　　　　相関係数R＝一〇．68．

P1：宮古＋石巻＋福島　P2：青森＋函館＋京都

（註）1398，
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1444～1460の17年の平均D＝1月2．8日
1444～1682の224年の平均D＝1月7．3日

から諒解されるであろう．第1図の（d）曲線は関山直

太郎教授の調査による東北地方（磐城・岩代・陸前・陸

中・陸奥・羽前・羽後）の人口の全国人口に対する比で

ある．当時の人口は現代の如く完備した調査法によった

ものではなく，その絶対数については問題があるであろ

うが全国人口との比率は，一応東北地方の人口の推移を

示すものとして信頼してよいと思う．この人口動態曲線

と気候変動の曲線との見事な対応は，少くとも明治以

前，農業国であった日本人の生活が如何に大きく気候状．

況によって左右されたかを如実に示している実例として

よいと考える．

　15世紀前半は諏訪湖の結氷日がそれ以後の世紀にくら

べて著しく早く（註），1459年には琵琶湖の沿岸部の結氷

が記録されている（在盛卿記）．堀江正治博士は，白馬・

岳に発達した氷舌のoutwashの中の埋木のC14年代を

（1430±80）A．D・としている．洛中の餓死者8万人と称

せられる寛正の飢謹（1460，1461）をはじめ，幾多の農

業災害が頻発し近畿地方が土一揆の騒動に明け暮れたの

はこの時期である．

　15世紀の気候が，18世紀後半から19世紀前半にかけて

の小氷期と同じく〔冷涼一多雨〕型であったことは小鹿

島果氏のr日本災異誌」による洪水数，森雨数，旱魅数

の前後の世紀との比較から納得されるであろう．

、天気”19．9．
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14．］5．16世紀の気候の変遷（小鹿島果　　　　この時，京都では地下水枯渇の記録（第2表）が多く，

r日本災異誌」による）　　　　　　　　　　　日本の気候のr小最適期」は〔温暖一寡雨〕の型をもっ

期 間 嘩劃洪水数麻数隙数

1301－1400

1401－1500

1501－1600

10

26

15

14

46

22

6
10

7

て出現したことを示唆している．この傾向は第3表に示

11

8
12

第2表　平安時代の京都の地下水枯渇記録

　1419年，将軍義持は対明書簡の中でr自後神人不和雨

陽失序」（善隣国宝記）と述べている．この様な気候の

，deteriorationは当時の為政者にも意識されていた様であ

る．東寺の荘園のあった岡山県新見荘の年貢納入状況を

見ると，1441年一1460年の20年間未進額が実に平均

73．4％である（永原鹿二；「日本の歴史」10．中央公論

社）．これは当時の下剋上の風潮に因ると言うよりむし

ろ，気象災害の頻発による稲作の壊滅的打撃の程度をあ

らわすものと筆者は考えたいのである．

　平安時代が温暖であったことは当時の堂上公卿の日記

の降雪率と室町時代の日記の降雪率（註）の比較にもはっ

きりあらわれている．この時代はヨー・ッでは北太西洋

の氷量が寡く，いわゆるViking　ageを現出し，イギリ

スの葡萄園が現在より北方に拡大していた時期である．

貞観五（863A・D・）

延喜十七（917A．D．）

i延喜廿二（922AD・）

長元五（1032A・D・）

庁和元（1099A・D・）

嘉承二（1107A．D．）

正治二（1200A．D．）

元久二（1205A・D・）

嘉禄二（1226A・D・）

寛喜元（1229A・D・）

京都大旱井泉悉澗（皇年代

略記）

大旱洛中池澗（日本紀略，

分類本朝年代記）

大旱洛中池澗（分類本朝年

代記）

早六月宇治川澗（日本紀
略）

京師不雨井水皆澗（外記日

記）

十月是月炎旱井澗（中右
記）

炎早井戸澗（明月記）

十二月井水澗一月上京辺井

戸澗買水（明月記）

炎旱井戸澗（明月記）

炎旱広沢池水澗大堰川減水

（明月記）
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　　　　　　　第3図　7月の北太平洋高気圧の張出し型の変動

（i）1891－1910（nニ20）冷涼多雨期間，（ii）1911－1950（n＝40）酷量寡雨期間

（ii）1951－1970（nニ20）冷涼多雨期間

（註） 降雪率はNov．1～Mar31の5ケ月間の降雪日数を降水日数で除した値

平安時代｛ll懲繊i鋸㎝9八n§lill｝平　・・4

室町時代／叢記襯三lll熱難均α324

1972年9月
21
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第3表　近畿地方の降水量の変動

期　間

地　名

（i）

（ii）

（iii）

凹

1891－1910

1911－1950

1951－1970

型　　率△

彦 根

7月降
水量

　　　
　216＊

　171

　255
－32％

年降水量

　　　
1，774＊

1，606

1，791

－10％

京 都

7月降
水量

　m　m
　227

　179

　269
－28％

年降水量

　　　
1，618

1，501

1，695

－10％

大 阪

7月降
水量
年降水量

　　　 　　　　　
　177　1，376

　136　1，292
　212　　　　1，410

－35％　　一8％

和歌山

7月降
水量

　m　m
　189

　145

　192
－28％

年降水量

　　　
1ン530

1，423

1，489

－6％

4ヶ所合計

7月降
水量

　m　m
　809

　631

　928
－32％

年降水量

　　　エ
6，301

5，822

6，384

－9％

（註）△凹型率……乾燥期（ii）の平均降水量と湿潤期（i）（iii）の平均降水量の差を全期間の平均値

　　　で除したもの

　　＊1894－1910（n＝17）の平均

す如く気象観測時代にもはっきりあらわれている．第3

表の（ii）期間は第3図に示す如く，その前後の期間に

比較して北太平洋高気圧の張り出しの強い期間で，北太

平洋高気圧の中心示度が高く，且つその位置が北西偏し

ている期間である．

　以上をまとめると歴史時代・観測時代の日本の夏季気

候は北太平洋高気圧の盛衰に伴い，〔高温一寡雨〕，〔低

冷一多雨〕のspe11をもって変動して来たと言える．

　平安朝時代の気候のr小最適期」と室町時代のr小氷

期」はDansgardがGreenlandの永久氷について調査

した酸素の同位元素比018／016から結論した1000B．P．

頃の温暖期と500B．P．頃の寒冷期に一致して居り，

FairbridgeのEustatic　curve（第4図）について言え

ばp前者はRottnest　Transgressionに，後者はParia

Emergenceに相当している．Fairbrige　curveは700

A・D・付近に谷を持っているが，この頃日本では「連雨

据苗」式の凶冷森雨型の凶作が相継き，平安造都（708

A・D・～711A・D・）に当ってはr諸国の役民郷に還るに食

糧絶乏して多く道路に饅え」と言う惨状であった．また

万葉集にこの頃の佐保川の結氷を歌ったものが2首ある

が，現代気象観測がはじまって以来奈良盆地で河川が結

氷したと言うことはないから，これまた8世紀初頭の小

氷期を傍証するものであろう．

　3縄文時代の気候
　中国の河南省のAnyang（36。07／N，114022／E）は殿：

王朝（およそ1400～1100BC）の都のあったところで

そこからwater　deer（水牛），banbo－rat（竹鼠），tapirs

（躾）などの亜熱帯種の動物の化石が出る．又甲骨文字

による祈雨や降雨に関する多数の記録の中で，日付が分

っている約150個について見ると，真冬に往々大雨があ

り，雪も多くは塞という形で降っている．このことは現

22

在の黄河上流の気象状況とは大へん違う事柄である．ま

た股人は稲を裁培していたのであるが，その播種の時期

は現在より約1ケ月早い．これらの事から，中国の気象

学者は当事の黄河上流地方の気候が現在の揚子江流域の

気候とほぼ同じで，1月の気温で約50C，年平均気温で

2。C程度温暖であったと推定している．

　日本の本州西端の下関市安岡に海蝕によって露出した

泥炭層がある．畑中健一氏はこの層について花粉分析を

行なった結果，針葉樹が劣勢で常緑カシ類が多く，上下

層には殆んど出現しないPodocarpus（イヌマキ）がこ

の層に限って出現することから当時の気候を温暖多湿と

推定している．そのC14年代は3360±100B．P．すなわ・

ち（1410±100）B・C・で，殿：王朝の温暖気候の時期と符

合する．すなわち日本の縄文時代の気候は大体において

中国大陸の気候とその変動の大勢を等しくしていると考

えることが出来る．笠可槙によれば，中国の気候は，股

以後も周初の900B・C・，800B・C・の一時期を除き，

Christian　era初頭までおおむね温暖であったという．日

本の千葉県館山市沼のサンゴ層はまぎれもなく温暖気候

の示標であるが，そのC14年代は6160±120B．P．（Gak－

254）とされている．又貝塚の分布等から推定される当

時の海水面は現在より高く，その頃の海岸線は現在の等

高線10m線位にあったのではないかと想像されてい
る．

　日本の縄文時代は一万数千年以前頃からはじまり，富

山県漁津遺蹟の1960±70B・P・頃終わるとされている．

この長大な期間の気候は何回かの，寒冬期に中断されて

はいるが全体としては温暖であった．このことは縄文文

化の発達が日本の北方地域や中部地方の高地に普及して

いる事実とよく調和する．縄文時代の温暖であると同時

に静穏な気候状態は，南方民族の黒潮に便乗した琉球弧

嵐天気”19．9．
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伝いの北上を容易にしたに違いない．ポリネシア民族

の南太平洋諸島への移住は1000B・P・を中心とする

RottnestTrangressionsの気候の小最適期とともにはじま

り500B．P．頃の小氷期の襲来とともに終っている．14

世紀のはじめTahitiからNewzealandまで移動したポ

リネシア民族が，どうしてその線で停止してTasmania

やAustraliaを発見することが出来なかったかと言う謎

は，気候のdeteriorationに伴う急激な暴風雨の増加の

ため熟練航海者が多数死亡したためと解釈するより他な

いとする学者もいる．縄文時代から弥生時代にかけての

日本列島への南方からの海上交通についてもこれと同様

の変遷が考えられてよいのではあるまいか．日本の神話

にr島釣り」の伝説とか，r海彦・山彦」の物語のよう

に南方起源のものが多いことは周知のことである．縄文

時代の温暖静穏な気候が後述する如き弥生時代の寒冷気

候の襲来によって中断され，海の道による南方系民族の

九州への移入が衰微したとしても，人間の記憶や習俗は

直ちに消滅するものではない．最近九州大学医学部の永

井昌文教授は，須玖の弥生式遺蹟から発見された人骨の

貝釧（かいくしろ）の貝が沖縄を生息の北限とするゴホ

ーラ貝であることを確認された．魏史倭人伝の中の「男

子無大小皆鯨面文身」「水人好沈没捕魚蛤」「単被穿其中

央貫頭衣之」r皆徒跣」［食飲用讐豆手食」などの記事

は，いづれを見ても南方民族の習俗と考えるより外はな

い．「去女王（国）四千余里又有裸国黒歯国……南船行一・

年可至」と熱帯地方の事情に通じているのも彼等が南方

から渡来した民族であることを示唆するものではなかろ

うか．新唐書の倭伝にr其の東海の喚中に又邪古・波邪

・多尼の三小王有り」の記事があるのは，琉球列島を北
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上して来た南方系民族が日本の南西諸島の所々，屋久島

・種ケ島等に点々と小部族国家を遺して来たと解釈すべ

きではないかと考えられる．

　4．邪馬台国の気候

　：FairbrigeのEustaticcurveは安定大陸の陸棚の深

さ，河口の堆積層，Isostaticallyに昇降した汀線の周期

的変化，氷縞，歴史時代の気候史料等を総合して作成さ

れたものである．日本の歴史時代の気候変動の大勢が，

室町時代の小氷期，平安朝の小最適期，8世紀初頭の小

永期についてFairbridge　curveによく一致することは

第2節で述べた．また日本の気候変動は北太平洋高気圧

の盛衰に対応して〔高温一寡雨〕〔低温一多雨〕のspe11

として与えられるのであるから，Fairbidge　curveの高

低は一般的には中緯度高気圧の盛衰とその平均位置の

north　shift，south　retreatを反映するものと言うことが

出来る．

　第4図に見られる如く，Fairbridgecurveは西紀2世

紀から3世紀のはじめにかけてRoman－Florida　Emer。

genceと呼ばれる歴史時代で一番深い谷をなしている．

この谷は，Florida南部の平均海面から2mの深度に生

成されている泥炭層のC14年代が1700±B・P・（250土

A．D．）であること，Oregon州の平均海面下2mに沈ん

でいる森林が1730土160B・P・（220±160A・D・）であるこ

と，現代のMssissippi運河の底4mの深度から発見さ

れた木片の年代が2050±150B・P・（100土150B・C・）である

こと，地中海東部の安定地盤上に建造された・一マ時代

（150B．C．～350A．D。）の建築が現在沈水している事実な

どを総合して推定されたものである．保柳博士は西域南

道の諸都市の興廃の原因をクンルン山脈の雪田の拡大縮
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第4図　Fairbridgeの海水準曲線
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少に左右される諸川の水量の変動に求め，都市の興廃

とFairbridge　curveとの関係を論じた．例えば漢時代

（206B・C・～220A・D・）の諸都市の繁栄はその後一旦荒廃

した後唐代（618A・D．～907A．D．）に復活している．エ

ンデレの拝殿の扉には719A・D・の日付が残されている

がその城内の砂丘の下からさらに古い2～3世紀頃の都

市の都市遺蹟が見出された．すなわち，一度滅びた町が

水量の増加とともに同’じ場所に復活した訳である．この

ことは2世紀～3世紀クンルン山脈の雪線が低下してい

たことを意味し，Fairbridgeの海退期が小氷期に一致し

ていることの例証の一つである．

　笠可槙は最近の論文において，股王朝以来の中国の温

暖気候はChristian　era前後の寒冷期の小波動を経過し

た後，2世紀の後半から本格的に寒冷化に向ったことを

述べている．すなわち140B・C・～100B・C・頃長安の宮廷

庭園ではオレンジが実ったのであるが，155A．D．～220

A・D・になると洛陽の宮廷庭園でいくら努力してもオレ

ンジが実らなかった．魏の曹操の子の曹丞は，225A．D．

清水で10万人におよぶ海軍の閲兵を計画したのである

が，その直前河水が凍結して観艦式を延期せざるを得な

かったと言う．史書の中で泪水の凍結を記録したのはこ

れが初めてである．この寒冷期は3世紀の終わりまで続

き，特に280A．D．～289A．D．の10年間は現在の暦の5

月に毎年降霜があったことを述べている．以上述べたこ

とから，魏志倭人伝で卑弥子が活躍した（183A．D．～

248A．D．）は世界の気候について，Christian　eraにおけ

る最大最深の小氷期の谷間であったと言える．

　日本の弥生遺蹟に海退や寒冷気候の証拠が残っている

かどうかは今後の研究課題であるが，小野忠熈博士は山

口市の吉田遺蹟の弥生時代の遺物を含む泥炭層の中から

クルミの果実を発堀している（第5図）．クルミはリン

麹灘講灘繊講葦鐸鱗‡縷繍
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第5図　山口市吉田遺蹟弥生土器包含層より出

　　　　土のクルミ（小野忠熈採蒐）

ゴと同じ程度の寒気要求を持つ樹木で，夏季38。C以上

の気温では日射による日焼障害をおこす．

　現在山口県では野生のクルミは，広島県島根県の県境

の高い山の沢に僅かに見出されるのみである．大分県国

東町の安国寺弥生式遺跡からもオニグルミの果実が多数

出土している．この場合もクルミは現在の遺跡付近の樹

相には見られない．鎌倉時代の丹波国大山荘の年貢の書

出しの中に「…干蕨十二連，胡桃子一斗…」とあるから

弥生時代のrクルミ」が食料として使用されていたこと

は疑問の余地なく，特に保存のきく堅果類は縄文的採取

生活から弥生の農耕生活に移る中間過程の食料として重

要な役割を果していた筈である．従って遺跡付近に食糧

として採取出来るクルミの自然林があったものと考えな

ければならない．しかし現代，その様な景観は，中部地

方の高地とか北海道でのみ見られるものである．当時の

西南日本にクルミが自生していたとすればそれは冷涼気

候を示唆する一資料と言えよう．

　ここで気候の小氷期と言うことについて立返って考察

して見る必要がある．小氷期といっても半球全体が寒冷

化するのではなく，優勢な極気団が高温多湿な熱帯・亜

熱帯気団の北上を押えることにより，中緯度以南には却

って温暖気候を現出することもあり得る．日本の気候に

ついて具体的に言えば，北太平洋高気圧が優勢で北西偏

するときは，東北日本は多量の熱量が送られて温暖化す

るが西南諸島方面は逆に冷涼化する．例えば7月の日本

付近における北太平洋高気圧の活動の示標として〔銚子

一旭川〕の気圧差をとると，東北地方の7月気温（函館

・青森・宮古・福島・山形・宇都宮の平均）とは相関係

数

　　ノ～＝＋0．74（1891～1970．nニ80）

の正相関をするが西南諸島方面の7月気温（石垣島・那

覇の平均）とは

　　ノ～ニー0・48（1897～1970．π＝68．1945，46，47，

　　　　48，49，1950欠）

の負相関の関係になる．日本列島の夏季気温は年々南北

の偏差が逆になる傾向を持つのである．第6図は〔銚子’

一旭川〕の7月気圧差と石垣島・那覇の7月平均気温か

ら函館・青森・宮古・福島・山形・宇都宮の7月平均気

温を差引いたものの関係である．北太平洋高気圧の張出

しにより，帯状示数が強ければ気温の分布は〔南低一北

高〕型，弱ければ〔南高一北低〕型になることをよく示

している．立山（36。34N，137037，，2836m）の7月気

温と石垣島・那覇の7月気温の関係を調べてみると次表

寒天気”19．9．
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の如く負の相関になる．

（表）　立山7月気温と西南諸島の7月気温の

　　　相関係数（1922年一1944年，n＝23）
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第6図　7月の琉球列島の気温（θ1）と関東・東北
　　　　方面の気温（θ2）の差（註）d＝θ1－O．395θ2

　　　　と7月の帯状指数；（銚子一旭川気圧差）
　　　　の相関．R＝一〇．75（n＝68）

　　θ1…石垣島・那覇平均7月気温
　　θ2…函館・青森・宮古・山形・福島・宇都宮，

　　　　平均7月気温

　卑弥子が活躍した2世紀末から3世紀前半にかけての

気候はFairbridge　curveのRoman－Floride海退期に

当る寒冷気候と考えられるが，Roman－Florida　Emer－

genceの谷は室町時代のPariaEmergenceよりも深

い．従って2世紀末から3世紀にかけての近畿地方の気

候は15世紀のそれよりもっと酷烈であった筈で，弥生時

代初期の原始的な農業技術はおそらく壊滅的打撃を受け

たものと推定せざるを得ず，少くともこの期間は，近畿

地方に強盛な部族国家が繁栄したとは考え難い．

　この時期はヨー・ッパではどう言う時代であったであ

（註）各々をその標準偏差で割ったものの差をとる意

　　味で，東北日本の気温の方に0．395を乗じて差

　　を作った．

第4表　魏志東夷伝諸国の地誌

国　名

夫　　余

掴　　婁

高句麓

減

馬　　韓

弁　　韓

辰　　韓

対　　馬

一　　支

邪馬台

主都又は領域

農 安

東　京　城

丸 都

威鏡南道から南江
源道

忠清北道西部，忠清
南道，全羅南，北道

慶尚南道洛東江以
西

慶尚北道，慶尚南
道洛東江以東

　対　　　　島

　壱　　　　岐

宮崎平野　（？）

主都又は領域中心
の位置

440N　　1250E

440N　　　　1290E

410N　　　　1260E

380N　　1280E

360N　　127。E

360N　　1270E

350N　128．50E

34。N
340N

32。N

　1290E

　1300E

131．50E

生　産・生　活

　気候不順で五穀が実らないと王を廃したり殺したりす
　る．下戸は奴僕として使役される．

　五穀と麻布がある．漢以来夫余に臣属していたが
　220A．D．～226A．D．頃夫余の貝賦税が重いのでしばし
　ば反乱した．

　良田がなく耕作に努めても口腹を充すに足らず，下戸
　は遠くから米・魚・塩を担送しなければならなかっ
　た．

　麻・桑を作り養蚕が行われ絹綿を産す．星霜を観望し
　て年々の豊凶を予報することを試みた．村落は相侵犯
　して不穏．

、難灘轟欝／霧1野
／絹布）を産する

良田なく海産物で自活．船で南北に米を買いあるく．

やや田地あり，耕作しても食糧不足．南北に米を買う．

稲・紆・麻を植え養蚕を行う．繊維を紡ぎ織機を使っ
て絆の布，繰布，絹布を産する，国々に交易の布が立
つ，飲酒が普及し大人は4・5婦，下戸も2・3婦を持
つものがある．80才～90才の高齢者を見る．下戸は大
人に恭敬の態度をとる．

1972年9月
25
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　ろうか．・一マ帝国においてはアントニウス法が発布さ

れて自由民に市民権が与えられ（212A．D．），また・一

マ軍が東ゴート族を討った（248A・D・）時代である．

FairbridgeはRoman－Floride海退期の気候を，当時の

史料にもとづき，北欧では酷寒・乾燥であったが，地中

海沿岸は温暖多雨であり，この気候上の有利な条件が・

一マ帝国の繁栄を助けたとしている．

　気候状態の，この様な南北の対照性は当時の極東地域

においても，認められるであろうか．

　第4表は，魏志東夷伝の鼓述に従い，中国東北地区か

　ら，朝鮮半島に沿い，九州に至るおよそ130。E子午線に

沿っての諸国の状況を南北緯度別に，配列摘要したもの

である．但し，邪馬台国の位置は仮りに，宮崎平野に比

定した．又ここで五穀と言うのに「五穀及稲」と言う表

現があるから，稲を含まず，従って，当時この地域で稲

作が行われていたのは，三韓と倭国のみと言うことにな

る．第4表を通覧して分ることは，2世紀末から3世紀

前半のこの地域では，北方程，農業生産が乏しく，人間

生活が困難であり，従って政治が不安定であったと言う

事である．

　40。Nあたりの夫余では，天候の不順を，王の責任と

して廃位したり極端な場合はその生命を奪うことさえあ

った．掴婁族は，夫余の苛敏謙求に堪えられず，屡々反

乱を起す程であった．38。N線の激まで下っても，年々

の豊凶に戦々就々として長期予報の試みなどしているの

を見ると，農業生産が，決して充分であったとは考えら

れない．更に南下して，三韓まで来ると「下戸」も，漸

く人間的取扱を受けるようになり，殊に馬韓ではr人民

土着」して民生安定していたことが分る．この地方は，

現在でも，朝鮮第一の穀倉地帯であり，これら東夷伝の

記述が確実な事実の観察に基いたものであることを証明

している．対島・壱岐においても食糧は不足がちであり

「商北市羅」したことが記録されている．南は勿論，九

州本土であるが，北は，恐らく馬韓であろう．この様に

倭人伝の敲述には，決して不用意な文字は用いてないの

である．この様ないはば東亜全体の窮乏状況が，邪馬台

国に至ると一変するのである．すなわち，（i）農産物が

多種類であり，交易の市が立つ程度の豊富さであったこ

と，（ii）飲酒が普及する程生活の余裕があったこと，

（iii）「下戸或二三婦」から，中流階級もある程度富裕で

あったらしいと想像されること，（iv）高齢者が見られ

たこと，等である．「尊卑各有差序足相臣服」の社会の

安定性も，比細的豊富な豊業生産を背景として成立した

26

　ものと考えられる．

　　この様な南北差は，ある程度，地勢・地味・民族性な

　どに原因する部分もあるであろうが，南北の対照性が，

　ヨー・ッパの状況と符節を合すごとく類似していること

は，当時の気候の著しい南北差に起因すると考えざると

得ないのである．公孫康が，建安年中（209A・D．～220

A・D・）漢以来，平壌を中心として設けられていたr楽浪

郡」の南方に新しく今の京城を中心とする「帯方郡」を

設置したのは，「編戸の民」が南方に流亡する傾向が甚

しかったので，それらを防止収握するのに，平壌では，

北に偏りすぎて不便であったと言うのが動機である．3

世紀の初頭，現代の平壌から京城にかけての地域の漢人

治下の人民が南方の三韓地帯に移動する大勢があった

　（魏志韓伝）ことは，前述の魏の文帝の観艦式が滑水の

凍結のため延期せざるを得なかった事実とともに，当時

の気候を考察するに当り，頗る示唆に富む重要な記録と

言はなければならない．

　日本の年平均気温を見ると京都・橿原の平均は140C

で，長崎・熊本・鹿児島・宮崎の平均値は16。Cである．

2。Cの差は黄河上流域と揚子江流域の年平均気温の差に

匹敵し決して小さいものではない．その上，前述した如

く，日本列島の夏気候は南北の寒暖乾湿が逆関係になる

変動型を示し，〔寒冷一多雨〕〔酷暑一寡雨〕の組合せで

出現する傾向をもっている．例えば1971年の夏は北海道

・東北地方が冷害多雨になやむ一方琉球列島は深刻な旱

害に苦しんだ．Roman－Florida海退期の夏季気候は室町

時代のParia　Emergence海退期と同じ型で訪れたに相

違ない．すなわち日本の中部以北では寒冷・多雨の災害

型であるが，それは日本列島全体に普遍していたのでは

なく，寒冷化の傾向は南に下る程，逆転しないまでも緩

和したに違いない．従って九州西南部や南四国の限られ

た地域においてそれ程冷涼でないばかりでなくむしろ適

度の降雨にめぐまれた農耕に適した気候状態が出現した

のではないかと思われる．魏志倭人伝のr草木茂盛行不

見前人」r倭地温暖，冬夏食生菜」の叙述やr予樟・樫

・橿・鳥号・篠・鱗・桃支・苺・橘・嚢荷」などの植物

のあらわれる景観からは，温暖で多雨の気候を想像せざ

るを得ないのである．

　5．気候学的考察

　人間の歴史はそれ自身の発展法則をもつもので気候を

含めての自然環境の変化は，それを若干促進したり停滞

せしめたりする以上の力を持つものではないであろう．

以下述べることは，あるいは一側面観のそしりをまぬが

、天気”19．9．
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れないものかも知れないが，邪馬台国時代の歴史につ

いて，気候変動論の立場からの考察を試みたものであ

る．

　（i）　倭国大乱の原因

　中国の気候が2世紀末から3世紀にかけて悪化の傾向

を辿ったことは，今までしばしば述べたことによって肯

定されると思うが，後漢書献帝記に引用されている魏書

に後漢の董卓のクーデターの頃（180A・D・年代の終わ

り），政府の官僚や軍隊が食料不足に悩んだことが記さ

れている．夫余，高句麗，激の食料不足のことは第4表

に述べたが，234A．D．諸葛亮が五丈原で魏の司馬諮と対

戦したとき蜀軍が屯田制を施行したのも食糧不足のため

である．又後漢の末184A．D。～192A・D・には民衆の大規

模な反抗運動であるr黄巾の乱」が起っている．梁書に

よれば，日本もまた漢の霊帝光和年中（178A．D．～183

A．D．）「倭国大乱相攻伐，歴年無主」の内乱状態であ

り，卑弥子が女王として推戴されたのはこの様な政治状

勢の中からであった．日本の室町時代，Fairbridgeの

Paria　Emergenceに当る15世紀の小氷期には近畿地方に

飢鐘が相継ぎ民衆の反乱が狙獄を極めたことは第2節に

おいて述べた．筆者は2世紀末から3世紀にかけての東

亜全体の政治の不穏な状勢を惹起した要因の一つは気候

のdeteriorationに伴う農業生産の不振によって起った食

糧不足にあると考えなければならないのではないかと思

う．この発想は如何にも平凡旦つ常識的であるかも知れ

ないが，例えば坂本太郎監修の「日本史小辞典」一（山川

出版社）のr封建時代の百姓一揆年表」から，農民の反

抗運動の起った年数を50年毎に集計して見るとその極大

第5表　封建時代の農民反抗の年数（坂本：

　　　　“百姓一揆年表”による）

期 間

1333－1350　（n＝・18）

1351－1401　（n＝50）

1401－1450（

1451－1500（

1501－1550（

1551r1600（

1601－1650（

1651－1700（

1701－1750（

1751－1800（

1801－1850（

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1851－1867　（n＝17）

年　　数

2
4
13

42

20

16

23

23

32

58

40

13
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部は第4図のFairbridge　curveの谷や筆者の述べた日

本の気候変化の実態と驚く程よく一致して居り，この様

な考え方を軽々に捨てるべきでないことが諒承して戴げ

ると思う．

　（ii）　邪馬台の位置

　倭の諸王が中国大陸の政権に使者を送った第一回目

は，57A．D．倭の奴国王が後漢に朝貢して金印を授けら

れたことにはじまるが，金印の出土場所からして奴国が

現在の福岡県那珂川流域の平野に位置したことはほとん

ど疑問の余地はない．

　第二回目は107A。D．倭の面土国王が後漢に生口160

人を献じた記事である．この面土国の位置については諸

論があるが，橋本増吉博士はr面土」をmetulaと読

み，佐賀県東松浦郡に比定していられるが，最近九州教

育大の片山直義教授は長崎県の島原半島の深江町に「メ

メド川」の地名が遺っていることから面土国をその付近

に推定しておられる．いづれにせよ半世紀の間に遣使の

国名が変わっているのであるから，その時の王は統一国

家の元首としてではなく諸部族国家連合体の代表者とし

て使節を派遣しているのであり，諸国の勢力は時勢とと

もに交替したものと考えられる．また面土国王が貢献し

た生口160人も卑弥子の場合と比較して多人数である

が，これも諸国の醸出した人数の合計としてはじめて諒

解される．卑弥子が帯方郡に使を送り，魏の明帝から親

魏倭王の金印紫綬を授けられたのは239A・D・である．魏

の明帝は，先に挙げた笠可槙の論文の225A・D・の溜水の

凍結のところに出てくる曹丞（魏文帝）の長子である．

この頃日本の近畿地方は，Paria海退期の室町時代がそ

うであった以上に，凶饅交々至ると言う実状であったと

考えなければならず，従って，もし邪馬台国が近畿にあ

ったと仮定すると，その国は内憂の多い困難な状況に当

第6表　倭人伝の諸国の戸（家）数

国 名

対

壱

末

伊

奴

不

投

邪

島

岐

盧

都

弥

　馬

馬台

国

国

国

国

国

国

国

国

戸（家）数

1，000余戸

3，000許家

4，000余戸

1，000余戸

20，000余戸

1，000余家

50，000余戸

70，000余戸

合計150，000

百　分　率

（0．7％）

（2．0）

（2．7）

（O，7）

（13．3）

（0．7）

（33．3）

（46．6）

（100％）
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面していた筈で，その様な国勢不振の国が盟主として諸

部族国家連合の上に君臨し得たと言うことは考え難いこ

とがらである．「魏志倭人伝」中には八つの国の戸数が

i記録されている．その絶対数はそのまま信用出来ないに

しても，当時の人口の分布にっいての有力な参考資料と

すべぎであろう．その戸数は次表に示すごとくである．

・注意すべきことは，南方に位置していたとされている投

馬国と邪馬台国の合計戸数が全体の8割に及んでいるこ

とである．戸数の記録にない他の21国の戸数を平均1国

．1，000余戸としてみても“邪馬台国家連合”29ケ国の総

人口の約7割が投馬国と邪馬台国の2国に集中していた

ことになる．「魏志倭人伝」の著者は，前にも述べたご

とく対島人や壱岐人が，良田が少くて食料が不足し，船

で南北に市耀していると記述している．すなわち食糧問

．題を重視しているのである．食糧の重要性は現在人の想

像以上のものがあったと考えねばならず，この2国にそ

れだけの人口が集中したことは，面積においてか，農業

技術においてか，その他の地理気候条件においてか，他

の諸小国に懸絶して有利な条件を具備していたことを物

語るものでなくてはならない．なかんづく奴国は歴史的

伝統もあり，那珂川流域の肥沃な広い面積を占めている

上，鉄器その他進んだ農業技術を朝鮮半島から移入する

のに格好な位置にあった筈である．その奴国すら，投馬

国・邪馬台国の半分以下の戸数しかなかったことは南に

位置する気候条件の有利性を示唆するものしなければな

らないであろう．

　「論語」の中には北極星や周極星のことが記述されて

1いる．また笠可槙によれば，周時代の人々は春分・夏至

・秋分・冬至を知り，当時農業作業の開始日としていた

1「春分」をAntaresが，日没時に東の地平に昇ることを

観察することによって定めたという．この様な天文学的

ーな知識と経験をもつ民族が「東」と「南」を取り違える

筈がなく，第一それ程方向感覚が不確であっては，帯方

郡から日本への旅行も航海も出来なかった筈である．

『南至邪馬台国」のr南」はそのまま信ずべきである．

筆写の際の誤記と言うことも考えられるがそれでは，

　「自女王国北其戸数道里可得略載」

　r自女王国以北特置一大率」

とr以北」の文字が二回もあるのはどう言うことになる

か．「南至投馬国水行二十日」「南至邪馬台国女王之所都

水行十日陸行一月」は投馬国と邪馬台国が南九州にあっ

たことを叙述したものとすべきである．「水行十日陸行

一月」は水行ならば十日陸行すれば一月の意味で，水行

28

を先にしたのは，元来が南方系の航海に習熟した民族の

ことであるから，北九州との往復に当時海上便の方が多

く使用されていたことを物語るものであろう．聰明な女

王卑弥子は中国との外交や鉄器の輪入等の重要性を充分

承知していた．そのために，北九州の伊都国に一大率を

置いてきびしく貿易監察に当らせていたのである．しか

しそれかと言って九州南部の稲作や養蚕に有利な気候条

件を捨てる訳にはいかなかった．鉄器を輸入するにして

も見返りとして米や絹布が必要であるからである．なお

想像を遅しくすることを許されるならば，部族国家連合

の盟主の位置が1世紀中葉は北九州の奴国にあり，それ

が2世紀はじめ島原半島の面土国に移り3世紀前後にさ

らに南方の邪馬台国に移動たたのは，Christian　era以来

の気候のdeteriorationの影響により，最適気候の緯度

圏が次第に南下していったことに平行していると言える

かも知れない．いずれにしろRoman－Florida海退期の

世界および極東における気候の小氷期を前提とする以

上，邪馬台国が近畿地方に繁栄していたことは考え難い

ことで，その位置はどうしても九州，しかもその南部地

域に推定せざる得ないと言うのが筆者の主張である．

　（iii）　邪馬台国の東遷

　邪馬台国が九州の南部に位置していたとしても，西側

の有明海沿岸であったか東岸の宮崎県側であったかの問

題が残るが，

　　女王国東渡海千余里復有国

を素直に読み下せば九州の東岸と考えざるを得ない．何

となれば若し有明海沿岸部であったとすれば東方は山岳

が重畳していた筈で，地図のない当時r東渡海」の感じ

が出て来る筈がないからである．又倭人伝における一千

里は南朝鮮から対島，対島から壱岐までの距離なのであ

るから大体において九州東岸から南四国までの距離に等

しい．当時の南四国も亦気候の好条件にめぐまれ相当の

農業国家が繁栄していたものと思われる．

　邪馬台国の民族は元来琉球列島弧づたいに北上して来

た南方系の民族ではないかと考えられるが，彼等は朝鮮

半島経由の大陸文化に接触することにより，大陸から鉄

器や進歩した農耕技術を輸入するとともに人種的混血が

行われたであろう．その混血はすぐれた文化をもつ種族

を受け入れると言う型の下に，比較的平和裡になされた

のではあるまいか．長い縄文時代の温暖気候が終末を告

げ，気候が寒冷化し暴風回数が増加したことは南方民族

の九州への移入に停滞を起こしたであろう．有力な後続

部隊をもたないことは，上述の人種の混血を平穏に促進

、天気”19．9．
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する一一因をなしたであろう．その時，混血を拒否しあく

まで純粋種であることを主張した一団が，あるいは邪馬

台国に敵対した狗奴国なのではあるまいか．若し以上の

推定が当っているとすると，この様な過程を通じて九州

の東南部に，鉄器によって武装され，進んだ農耕技術を

もち，かつ伝統的な航海術に習熟した有力な部族国家が

形成されたことになる．卑弥子が共立されたのは，部族

国家連合の盟主としてであるが，一度権力の坐を占める

と外交交渉権と貿易の統制権の独占過程を通’じて，女王

国は次第に専制的古代王権国家の色彩をつよめ古墳時代

前夜の諸条件が成長しつつあったものと考えられる．そ

の集団が一英雄児に率られてr舟行十日」の行程を逆

に，北九州に一旦上陸した後，装備を調えて瀬戸内海を

東行したことが神武東征の神話として遺されたのではあ

るまいか．新唐書の日本伝に，

　　国近日所出以為名

　　或言日本乃小国倭所井故冒其号

とあるのは見逃し難い記録だと思う．地球上如何なると

ころに起居しても太陽は常に東から昇り，特に自分の位

置をr日出づる所」とする実感の湧く筈はない．ただ西

から東へ向って移動している場合は東方の目的地を「日

出づる所」と観念するであろうから，彼らは到着後，そ

の東遷時代の記憶に従って，その地点を「日所出」と称

したかも知れない．上掲の新唐書伝の後半は，少数の先

行移民が大阪湾沿岸に小植民地を作って，それを既に

r日本」と称していたのを後続の大部隊が冒して国号と

したと言う風にも解釈出来るのである．「日の本」とい

う考えそのものが東遷に深い関係があるように筆者には1

思えるのであるが如何であろうか．それでは邪馬台国

集団の東遷の原因は何であろうか．筆者はFairbridge

curveがRoman－Florida　Emergenceと700A・D・頃の

谷の中間に，Post－Roman　Transgressionと呼ばれる中程

度の山をもつことに注目したい．ここでsilk　rOadに沿

う都市が，2世紀～3世紀時代の繁栄の後，一度荒廃

し，唐代に復活しているという保柳博士の所説を想起さ

れたい．Fairbridgecurveの高低は日本では，北太平

洋高気圧の盛衰とその平均位置の南北振動に対応してい

る．それがRottenest　Transgressionsまで北上すると，

平安朝の時代京都に見られた如き近畿地方の旱魅期（第

2表）となるがPost－Roman　Transgression程度の北上

の場合は，九州地方が早魅期となりそれが民族移動の動

機をなしたのではないかと考える．勿論，狗奴国との対

立抗争という政治上の要因も考えなければならないであ

1972年9月
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ろう．何故に東に向ったかと言うことは分らないが，お’

そらく既に度々瀬戸内海を東西に往復していたであろう

先行の移民からの伝聞の影響があったのではあるまい

か．筆者は，卑弥子の如く当時の国際社会にまで著名で

あった女王が日本の神話に何等かの影を落さなかったと

言うことは考え難いこととする安本美典氏の説に従い，

天照大神＝卑弥子だと考えたい．そうするとその5代後

の神武天皇の活躍した年代は卑弥子の死後100年乃至150・

年，大体350A．D．～400A・D・頃ということになり・ほぼ

Post－Roman　Transgressionの開始期に当る．又神話の・

神武天皇と同じ「ハックニシラススメラミコト」と言う

称号で呼ばれた崇神天皇の王朝が大和に登場した時期と．

もほぽ一・致する．

　6．結　語

　FairbridgeのEustatic　curveは700AD・以後の日本

の歴史時代の気候変動によく一致して居り，又200A・D・

を中心とするRoman－Florida　Emergenceは中国の史書

に記述されている寒冷期に相当し，クンルン山脈の雪田

により酒養される西域南道の河川の伸長が沿道の都市を

繁栄せしめた時期にも当っている．日本列島の気候もそ

の頃おそらく小氷期にあったものと思われるが，もしこ

の推定が正しいならば当時の近畿地方はParia　Emer…

genceの場合の室町時代がそうであった如く農業災害の

頻出した最悪の気候条件下であったものと推定され，邪

馬台国がこの地方に繁栄したとは考え難い．Roman一・

Florida　Emergence期のヨー・ッパでは，スカンジナビ

ア半島はじめ北欧はClimatic　depressionの最悪の状況．

下にあったが地中海沿岸は温暖多雨の気候に恵まれそれ

が・一マ帝国繁栄の因をなしたという．極東地域の日本

列島の観測時代の気候についてもこの様な南北逆関係の・

変動が認められるのである．筆者は2世紀未から3世紀、

のはじめにかけての気候の、小氷期”において，農耕に

適当な気候が南九州以南の緯度にのみ存在し，その好条

件下に繁栄して，九州の小国群の盟主として臨んだのが

卑弥子の邪馬台国ではないかと考えるのである．中国史

書に投影した邪馬台国の繁栄は3世紀を中心とする精々

一世紀か一世紀半位の期間であると思われる．その間に

九州において朝鮮半島を経由した大陸のすぐれた鉄器文

化と南方系民族のもつ操船技術の伝統が融合混血して出

来た有力集団が，瀬戸内海を東遷して近畿地方に統一政

権を樹立したのが大和朝廷の発端であると筆者は考えた、

いのである．
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